
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3021 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 生物「新訂版」 （実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

２年次に学習した生物基礎の内容を土台とし、ヒトを中心とする生命現象についてさらに深く学習しま

す。特に、生命の連続性に関わる遺伝子の発現、生殖・発生、動物の環境応答の詳しいしくみを理解す

ることで、生物学への幅広い知識・理解や、看護や医療に対しての基礎知識を身につけることになりま

す。 

 

２ 学習の到達目標 

・生命の尊厳を深く意識する姿勢を養い、生物学の知識を自分の生活に生かそうとする態度を育て

る。 

・生物学の学びを通し、科学的に探究するために必要な資格・能力を育成する。 

・生物基礎の知識を利用し、より高度な問題解決や科学的な見方・考え方を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

生物や生物現象を通

して自然に対する関

心や探究心を持ち、基

本的な概念や原理・法

則を理解する意欲と

ともに科学的な自然

観や生物学的に探究

する能力と態度を身

につけようとする 

生物学的な方法で生

物や生物現象に関す

る問題を取り扱い、自

然を科学的にとらえ

られる。また、生物現

象について探究する

場合にそれらを個々

のレベルで分析する

と同時に全体を総合

的に捉え、それを表現

することができ 

生物学的な方法で生

物や生物現象に関す

る問題を取り扱い、

実験・観察の技能を

習得している。また、

科学的に探究する方

法を身につけ、それ

らの過程や結果を導

き出すことができ

る。 

生物や生物現象につ

いて、それらの基本

的な概念や原理・法

則を理解し、科学的

な自然観を身につけ

ている。また、自然

界の様々な事象を科

学的に考察する能力

と豊かな科学的素養

が身につけている。 

評
価
方
法 

・学習に前向きに 

取り組む姿勢 

・学習内容に対する 

興味・関心 

・提出物への取組状況 

(提出状況など) 

・探究活動の記録発表 

・授業での発問に 

対する取り組み 

・グループワークで 

議論された内容 

・観察・実験で作成 

したレポートに 

おける考察の内容 

・探究活動の記録発表 

・実験器具などの 

取り扱い状況 

(技術など) 

・観察・実験で作成 

したレポートに 

おける実験結果や 

スケッチの内容 

・定期考査 

・小テスト 

・提出物の内容 

(目標達成度など) 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

1

学
期 

生
命
現
象
と
物
質 

細胞と分子 

 

代謝 

 

遺伝情報の発現 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

ａ：タンパク質・核酸など

の有機化合物の多様な働き

と生物現象との関連性、生

命活動に必要なエネルギー

について、 DNA の遺伝子と

しての働きを理解しようと

する。 

ｂ：生物体にみられる様々

な 働きがタンパク質の多

様性・特異性に基づいてい

ること、バイオテクノロジ

ーの発達と人類の生活の発

展との関連性について考察

し、表現できる。 

ｃ：酵素活性の測定やペー

パークロマトグラフィーな

ど生化学分野の実験に必要

な技能・器具の取り扱い方

を習得している 。 

ｄ：タンパク質の基本的な

構造・性質を理解している。

エネルギーの利用に際し、

ATP がエネルギーの通貨と

して働くこと、生命活動に

必要なエネルギーを呼吸 ・ 

光合成から得る仕組みを理

解している。 

学習状況 

探究活動 

ノート 

グループワ

ーク 

観察・実験 

定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期
（
前
半
） 

生
殖
と
発
生 

 

有性生殖 

 

動物の発生 

 

植物の発生 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

ａ：生殖・発生の仕組みを

ヒトとその他の生物との共

通点・相違点を踏まえなが

ら理解しようとする。から

だの複雑なつくりが形態形

成や誘導の連鎖により完成

する過程を理解しようとす

る。 

ｂ：発生の過程がヒトをは

じめ多くの生物に共通する

ことを論理的に分析しなが

ら考察し、表現できる。 

ｃ：ウニの発生過程を顕微

鏡で 観察しその過程を的

確に記録・整理している。 

ｄ：配偶子の形成について

動物と植物での違いを踏ま

えながら理解している。ま

た、被子植物においては種

子形成および胚発生の過程

も理解している。発生につ

いてはその仕組みが次第に

明らかになってきた過程を

研究史と関連させて理解し

ている。 

学習状況 

探究活動 

ノート 

グループワ

ーク 

観察・実験 

定期考査 

２
学
期(
後
半) 

生
物
の
環
境
応
答 

動物の反応と行動 

 

植物の環境応答 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

ａ：動物や植物など身近な

生物の刺激に対しての反応

が、日々の経験から理解で

きる。 

ｂ：神経細胞などの刺激の

伝達や伝導のしくみを理解

し、各受容器の興奮がどの

ように発生するかを理解す

る。 

ｃ豚の目の解剖などによ

り、生物体のからだの構造

を理解し、解剖する技術を

身につける。 

ｄ：目の構造や耳の構造な

ど受容器の内部構造を理解

し、動物・植物ともに外部

からの反応のしくみを理解

する。 

学習状況 

探究活動 

ノート 

グループワ

ーク 

観察・実験 

定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

３
学
期 

生
態
系
と
環
境 

個体群とその変動 

 

生態系 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

ａ：生態系を生物の集まり

だけでなく様々な外的要因

で構成されていることを理

解し、環境保全の意識を持

つ。 

ｂ：個体群による生活の成

り立ちや個体群密度による

生物の密度効果などを理解

する。 

ｃ：フィールドワークや個

体群の調査の方法を学び、

理解する。 

ｄ：生態系における炭素や

窒素の循環などの元素の流

れを理解し、環境の保全に

つなげるさまざまな知識を

身につける。 

学習状況 

探究活動 

ノート 

グループワ

ーク 

観察・実験 

定期考査 

 

生
物
の
進
化
と
系
統 

生物の進化 

 

進化のしくみ 

 

生物の系統 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

ａ：現存する生物の種類か

ら古代に生息した生物の進

化の関係性を考えることが

できる。 

ｂ：進化における遺伝的な

要因や環境的な要因を理解

するとともに、生態系内の

役割も理解することができ

ている。 

ｃ：フィールドワークを通

して、地層における各地質

時代の背景を読み解くこと

ができる 

ｄ：さまざまな生物の中か

ら、生物の特徴や行動から

系統分類することができ

る。 

学習状況 

探究活動 

ノート 

グループワ

ーク 

観察・実験 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


